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お らし せ行政
からの

■問い合わせ　福祉課 子ども係　☎７５−６１１８　　健康増進課 健康増進係　☎７５−３３５５

　日本年金機構では、厚生労働省と協力し
て、毎年１１月を「ねんきん月間」と位置付
け、国民のみなさんに公的年金制度に対する
理解を深めていただくための普及啓発活動
に積極的に取り組んでいます。
◆�年金相談の窓口として「出張年金相談」を

開設しています
◆�国民年金保険料が未納となっている人へ

の納付の勧奨を行っています
◆�大学・高校などの教育機関や事業所等へ出

向いての年金セミナーや年金制度説明会
を開催しています

◆�年金委員を対象として研修会を開催して
います

　今年からねんきんネットなどを活用して、
年金記録や年金受給見込み額を確認し、老後
の生活設計に思いを巡らしていただくこと
を目的に、１１月３０日を「ねんきんの日」と設
定しました。
■問い合わせ　
　市民生活課 保険年金係　☎75−２１５９

１１月は「ねんきん月間」
１１月３０日（いいみらい）は

「年金の日」です！

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書は
年末調整・確定申告まで大切に保管を
■問い合わせ　佐賀年金事務所　 　　　☎31−4191
　　　　　　　市民生活課 保険年金係　☎75−2159

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・住民税等の社
会保険料控除の対象になります。その年の１月１日から１２月
３１日までに納付した保険料が対象で、年末調整や確定申告を
する場合には「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
の添付が必要です。納め忘れなどがある場合も、年内に納付
すれば今年度分の控除として申請できます。
　佐賀年金事務所から証明書が届いたら、年末調整や確定申
告を行うまで大切に保管してください。

　家族の国民年金保険料を納付された場合も、本人の社会保
険料控除に加えることができますので、家族あてに送られた
控除証明書を申告書等に添付して申告してください。

いつ送付されてくるの？
平成2６年 1 月 1 日から 9月30日まで
の間に納付された人 11月上旬〜➡

➡平成2６年10月 1 日から12月31日まで
の間に納付された人

平成2７年
2 月上旬〜

　オレンジリボンには、
児童虐待を防止するとい
うメッセージが込められ
ています。
　私たち一人ひとりがこ
の問題の理解を深め、発
生の予防や早期発見に努
め、みんなの力で子ども
たちを守りましょう！
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みんなの力で子どもたちを守ります
在宅の子どもや親への支援と予防

　　　　○関係機関の実務者検討会の開催
　　　　○保健・福祉サービスの利用や助言
　　　　○関係機関による子どもと親への支援

おやっ？と思ったらまず通報を！
■佐賀県中央児童相談所へ相談・通報� 　☎26−1212
■多久市役所へ相談・通報
　○相談　健康増進課 健康増進係� 　☎75−3355
　○通報　福祉課 こども係� 　☎75−6118
■小城警察署への連絡� 　☎73−2281 子どもの自立・家庭機能の回復


